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『
鰍
駒
井
日
記
』

　
『
駒
井
日
記
』
は
豊
臣
秀
次
の
側
近
の
一
人
で

右
筆
を
兼
ね
た
駒
井
重
勝
の
日
記
で
あ
る
。
残
さ

れ
て
い
る
期
間
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
二
）
閏

九
月
か
ら
同
四
年
四
月
ま
で
の
二
年
足
ら
ず
で
あ

る
が
、
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
利
用
さ
れ
て
き
た
日

記
で
あ
り
、
豊
臣
政
権
な
か
で
も
秀
次
政
権
を
研

究
す
る
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
記
録

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
利
用
に
あ
た
っ
て
は
多
く
の

場
合
、
明
治
三
五
年
（
｝
九
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ

た
『
改
訂
史
籍
平
氏
』
に
紋
録
さ
れ
た
も
の
が
使

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
の

『
駒
井
日
記
』
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
誤
り
や
意
味
の
通
ら
な
い

箇
所
が
多
々
み
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
で
利
用
す
る
に

は
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。

　
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
原
稿
作
成
聴
に
お
け

る
誤
写
や
印
刷
上
の
ミ
ス
な
ど
初
歩
的
な
も
の
を

あ
げ
う
る
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、
『
駒

井
貫
記
』
の
原
本
が
伝
存
せ
ず
、
不
備
な
写
本
を

十
分
な
校
訂
な
し
に
用
い
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え

よ
う
。

　
本
書
は
、
多
く
の
写
本
を
も
っ
て
校
訂
す
る
こ

と
で
こ
う
し
た
不
備
を
可
能
な
か
ぎ
り
補
い
復
元

し
た
も
の
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
・
尊
車
曳
文
庫
・

加
能
越
文
庫
・
愛
山
文
庫
・
祐
徳
文
庫
・
鰻
谷
大

学
図
書
館
・
和
田
滋
穂
氏
な
ど
に
伝
来
し
た
十
数

種
に
の
ぼ
る
諸
写
本
を
集
め
、
鷹
本
と
し
た
内
閣

文
庫
の
「
駒
井
日
記
」
と
の
細
か
な
校
訂
が
本
書

に
は
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
『
改
訂
史
籍
集

覧
』
の
『
駒
井
日
記
』
の
不
備
が
単
な
る
誤
写
や

誤
植
と
い
っ
た
単
純
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
脱
文
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
文
禄
二
年
閏
九
月
＝
二
日
の
条
で
は
「
伏
見

作
事
仕
候
衆
　
太
閤
様
御
傍
衆
へ
の
扶
持
分
」
の

文
言
と
と
も
に
織
田
有
楽
ら
六
人
の
名
と
扶
持
米

高
が
『
改
訂
史
籍
集
覧
』
の
『
駒
井
日
記
』
で
は

欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
被
徳
文
庫
本
の
「
駒

井
中
書
日
次
記
扁
か
ら
は
、
『
改
訂
史
籍
集
覧
』

の
『
駒
井
臼
記
』
に
は
ま
っ
た
く
な
い
文
禄
三
年

正
月
書
記
よ
り
一
九
霞
ま
で
の
記
事
が
見
出
さ
れ

る
な
ど
、
…
数
多
い
新
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
　
と
こ
ろ
で
本
書
は
、
『
駒
井
日
記
』
の
校
訂
部
分
、

駒
井
重
勝
発
給
文
書
、
注
、
解
題
、
滑
滑
、
索
引

と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
『
駒
井
日
記
』
の
校
訂
部
分

は
、
本
書
の
中
心
部
分
で
、
底
本
と
し
た
内
閣
文

庫
の
「
駒
井
日
記
」
を
あ
げ
、
各
写
本
と
の
詳
細

な
異
同
・
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
駒
井
重
勝
発
給
文
書
の
部
分
で
は
、
『
駒
井
貝

記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
以
外
で
校
訂
者
の

藤
田
氏
が
博
捜
さ
れ
た
四
七
点
が
叡
め
ら
れ
て
い

る
。
注
の
部
分
は
、
『
駒
井
日
記
』
の
校
訂
部
分
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
頁
数
は
一
四
〇

頁
に
も
及
ぶ
膨
大
か
つ
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
次

の
解
題
と
と
も
に
氏
の
『
駒
井
日
記
』
研
究
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
日
記
の
本
文
か

ら
直
接
に
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
情
報

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
解
題
は
、
伝
来
・
記
主

・
写
本
・
日
記
と
そ
の
内
容
・
発
給
文
書
か
ら
な

り
、
『
駒
井
日
記
』
の
全
般
的
な
位
置
付
け
が
な
さ

れ
て
い
る
。
附
表
は
秀
次
の
天
正
…
九
年
（
一
五

九
…
）
＝
一
月
二
三
日
か
ら
高
野
山
で
死
去
す
る

文
禄
四
年
七
月
一
六
日
ま
で
の
秀
次
の
居
所
と
そ

の
関
連
記
婁
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

『
駒
井
叢
記
』
の
理
解
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
と
も
に
秀
次
政
権
研
究
に
と
っ
て
基
礎
的

か
つ
璽
要
な
情
報
で
あ
る
。
索
引
に
は
人
名
・
寺

社
名
・
地
名
の
索
引
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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最
後
に
、
こ
こ
二
〇
年
近
く
日
記
を
含
む
古
記

録
類
刊
行
が
停
滞
す
る
な
か
、
氏
が
多
大
の
労
力

と
聴
間
と
を
投
入
し
て
、
本
書
を
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
（
A
5
判
　
五
二
五
頁
　
索
引
二
七
頁
　
一
九
九
二

　
　
年
一
〇
月
　
文
献
出
版
　
一
五
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
弁
譲
治
　
京
都
大
学
助
三
二
）

圓
学
術
議
だ
よ
凹
心
雫

平
成
五
年
三
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
善
本
学
術
会
議
の
第
一
五
期
活
動
計
画
の
大
き

な
柱
で
あ
る
「
学
術
研
究
の
国
際
貢
献
の
重
視
」

の
具
体
的
方
策
の
一
環
と
し
て
、
　
「
ア
ジ
ア
学
術

会
議
（
仮
称
）
」
の
開
催
が
、
平
成
五
年
度
予
箕
に

よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
学
術
研
究
が
環
境
問
題
等
の
諸
課
題
を
克

服
し
、
人
類
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る

と
の
認
識
に
立
っ
て
、
本
年
秋
に
東
京
で
、
我
が

国
と
地
理
的
・
文
化
的
に
関
係
の
深
い
ア
ジ
ア
各

国
を
代
表
す
る
学
術
研
究
者
が
一
堂
に
会
し
て
、

各
鼠
に
お
け
る
学
術
研
究
の
現
状
、
ア
ジ
ア
地
域

に
お
け
る
連
携
・
協
力
の
あ
り
方
な
ど
に
関
し
意

見
を
交
換
す
る
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。

我
が
国
を
含
め
一
〇
か
国
程
度
の
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
、
代
表
者
を
招
へ
い
す
る
予
定
で
す
。

　
　
会
　
　
告

　
蹴
る
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
史
学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に

お
き
ま
し
て
、
左
記
の
事
項
が
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
記

一
、
平
成
四
年
度
　
決
算
報
告

一
、
平
成
五
年
度
　
予
算
案

一
、
役
員
交
替

　
ω
常
務
理
事
間
野
英
二
、
金
田
章
裕
、

　
　
理
事
河
内
良
弘
、
竺
沙
雅
章
、
藤

　
　
縄
謙
三
、
松
尾
特
免
、
評
議
員
石

　
　
井
　
進
、
市
原
寿
文
、
佐
原
　
真
、

　
　
中
村
幹
雄
氏
の
退
任
。

　
②
理
事
に
紀
平
英
作
氏
（
評
議
員
よ

　
　
り
）
、
評
議
員
に
伊
藤
玄
三
、
河

　
　
原
純
之
、
五
味
文
彦
、
鈴
木
利
章
、

　
　
冨
谷
至
、
南
川
高
志
氏
を
選
任
。

　
③
常
務
理
事
に
永
田
英
正
（
果
樹
よ

　
　
り
）
、
服
部
良
久
（
評
議
員
よ
り
）

　
　
幾
を
選
任
。

　
㈲
旧
常
務
理
事
間
野
英
二
氏
は
理
事

　
　
に
、
金
田
章
裕
氏
は
評
議
員
に
復

　
　
帰
。

編
集
後
期

　
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

七
六
巻
四
号
♪
習
あ
ゆ
届
け
し
申
ま
一
9
。
　
国
内
政
治
は
長

期
政
権
与
党
の
時
代
が
終
焉
し
、
政
治
改
革
の
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

相
次
ぐ
自
然
災
害
は
何
か
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う

に
、
国
内
外
の
各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
非
常
時
と
も
思
え
る
事
態
を
私
た

ち
は
い
か
に
乗
り
越
え
て
い
く
べ
き
か
、
今
こ
そ

過
去
の
歴
史
か
ら
多
く
を
学
び
取
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
た
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

藏
坐
験
聾
廉
潔
定
価
＝
一
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
　
　
林
　
　
第
七
六
巻
鎮
瞬
号
（
通
巻
第
露
八
○
尋
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
引
替
京
都
七
－
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
寮
長
朝
尾
直
弘

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
鼠
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
三
所
　
　
　
中
村
印
麟
株
式
会
社
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